
　

ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
の
締
約
国
会
議

が
、
今
年
11
月
に
中
国
の
武
漢
で
開

催
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
条

約
は
、
特
に
水
鳥
の
生
息
地
と
し
て

国
際
的
に
重
要
な
湿
地
及
び
そ
の
動

植
物
の
保
全
を
促
進
す
る
こ
と
が
目

的
で
す
。
前
回
2
0
1
8
年
ド
バ
イ

で
開
か
れ
た
会
議
で
は
、
葛
西
臨
海

公
園
が
湿
地
登
録
さ
れ
ま
し
た
。
習

志
野
市
の
谷
津
干
潟
と
と
も
に
、
東

京
湾
奥
部
に
生
息
す
る
水
鳥
等
の
保

436-3030要予約

日本共産党船橋市議団主催

※会場が変更する場合がございます
会場 ： 中央公民館
時間 ： 午後１時～４時

労働相談も受けています

無料

弁護士が相談を受けます

5月11日（水）

6月19日（木）

　

4
月
19
日
か
ら
21
日
ま
で
の
日
程
で
、

習
志
野
演
習
場
を
使
用
し
た
米
空
軍
機
か

ら
の
降
下
訓
練
を
行
う
こ
と
を
、
14
日
の

17
時
に
北
関
東
防
衛
局
が
発
表
し
ま
し

た
。
米
軍
と
共
同
で
の
降
下
訓
練
は
、
今

回
が
３
回
目
。
降
下
訓
練
始
め
で
の
公
開

展
示
を
含
め
る
と
、
４
回
目
と
な
り
ま

す
。
し
か
し
、
当
該
自
治
体
に
は
、
訓
練

内
容
の
詳
細
は
一
切
明
ら
か

に
さ
れ
ず
、
実
施
日
は
直
前

に
な
る
ま
で
知
ら
せ
な
い
、

と
い
う
防
衛
省
の
姿
勢
は
、

全
く
改
善
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。

　

日
本
共
産
党
は
、
繰
り
返

さ
れ
る
こ
う
し
た
事
態
に
抗

議
・
中
止
を
求
め
る
た
め
、

防
衛
省
に
対
し
申
し
入
れ
を

行
い
ま
し
た
。
申
し
入
れ
に

は
、
習
志
野
演
習
場
の
周
辺

に
住
ん
で
い
る
地
域
の
住
民

の
皆
さ
ん
、
日
本
共
産
党
か

ら
は
、
は
た
の
君
枝
前
衆
議

院
議
員
、
さ
い
と
う
和
子
参
議
院
選
挙
区

予
定
候
補
、
船
橋
・
習
志
野
・
八
千
代
の

各
市
議
会
議
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、
「
周
知
期
間
が
短
す

ぎ
る
。
こ
ん
な
危
な
い
こ
と
は
や
め
て
ほ

し
い
。
」
「
連
日
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
の
戦
闘

状
況
が
報
道
さ
れ
て
お
り
、
子
ど
も
た
ち

が
怖
が
っ
て
い
る
。
中
止
し
て
ほ
し
い
」

な
ど
の
要
望
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

日
本
で
最
も
小
さ
い
演
習
場
で
あ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
日
本
で
最
も
多
く
の
訓

練
が
行
わ
れ
て
い
る
、
習
志
野
演
習
場
。

住
民
の
命
を
危
険
に
さ
ら
し
、
ロ
シ
ア
へ

の
挑
発
行
為
と
も
受
け
取
ら
れ
か
ね
な
い

訓
練
を
、
中
止
す
べ
き
で
す
。

全
が
条
約
で
大
き
く
位
置
づ
け
ら
れ

ま
し
た
。
船
橋
市
の
前
面
に
広
が
る

三
番
瀬
の
保
全
が
い
よ
い
よ
重
要
に

な
っ
て
い
ま
す
。
三
番
瀬
を
将
来
に

わ
た
っ
て
保
全
す
る
た
め
、
日
本
共

産
党
船
橋
市
議
団
は
三
番
瀬
を
ラ
ム

サ
ー
ル
条
約
の
登
録
湿
地
に
す
べ
き

だ
と
考
え
ま
す
。

ア
ラ
ス
カ
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

を
往
復
す
る
水
鳥

　

三
番
瀬
に
は
毎
年
数
多
く
の
水
鳥

が
訪
れ
ま
す
。
カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
半
島

で
繁
殖
し
、
秋
か
ら
翌
春
に
か
け
三

番
瀬
で
越
冬
す
る
ミ
ヤ
コ
ド
リ
は
、

日
本
一
の
飛
来
数
を
か
ぞ
え
、
ハ
マ

シ
ギ
も
日
本
有
数
の
生
息
地
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

注
目
さ
れ
て
い
る
の
は
オ
オ
ソ
リ

ハ
シ
シ
ギ
。
毎
年
、
繁
殖
地
で
あ
る

北
極
圏
の
ア
ラ
ス
カ
と
南
半
球
の

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
を
往
復
。
秋
に

な
る
と
、
1
週
間
か
ら
10
日
間
休
ま

ず
1
万
キ
ロ
以
上
も
飛
び
続
け
太
平

洋
を
縦
断
し
ま
す
。
そ
し
て
春
か
ら

夏
に
か
け
て
、
ア
ジ
ア
を
経
由
し
て

北
極
圏
に
戻
り
ま
す
。
こ
の
オ
オ
ソ

リ
ハ
シ
シ
ギ
が
三
番
瀬
に
飛
来
し
、

え
さ
を
つ
い
ば
む
姿
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

三
番
瀬
が
カ
ニ
や
貝
類
な
ど
の
底

性
生
物
や
魚
な
ど
、
水
鳥
の
餌
が
豊

富
な
干
潟
で
あ
る
た
め
、
多
く
の
水

鳥
が
飛
来
し
て
い
ま
す
。
渡
り
鳥
に

と
っ
て
は
、
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な

い
中
継
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ア
ジ
ア
沿
岸
部
の
開
発
に
よ
り
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
ア
ラ
ス
カ
・
ロ

シ
ア
を
行
き
来
す
る
渡
り
鳥
の
中
継

地
で
あ
る
干
潟
が
失
わ
れ
、
渡
り
鳥

の
生
息
数
が
大
幅
に
減
少
し
て
い
る

こ
と
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
研
究
者

に
よ
っ
て
発
表
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
温
暖
化
に
よ
る
海
面
上
昇
で
中

継
地
の
干
潟
が
消
滅
す
る
と
の
警
告

も
出
さ
れ
て
い
ま
す
。 

〝
人
間
の
営

み
〟
で
水
鳥
た
ち
が
危
機
に
瀕
し
て

い
る
の
で
す
。
三
番
瀬
の
自
然
環
境

も
、
埋
立
や
第
２
湾
岸
道
路
の
計
画

で
た
び
た
び
危
機
に
あ
っ
て
き
ま
し

た
。
今
も
国
や
千
葉
県
は
、
新
た
な

湾
岸
道
路
を
構
想
し
て
い
ま
す
。

　

今
あ
ら
た
め
て
、
三
番
瀬
の
ラ
ム

サ
ー
ル
条
約
登
録
を
す
す
め
、
自
然

豊
か
な
水
鳥
の
生
息
地
を
守
る
取
り

組
み
を
呼
び
か
け
ま
す
。

　

ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
は
生
態
系
の
保

全
と
と
も
に
、
ワ
イ
ズ
ユ
ー
ス
「
賢

明
な
利
用
」
で
湿
地
の
生
態
系
を
維

持
し
な
が
ら
地
域
の
生
業
（
漁
業
な

ど
）
や
生
活
と
バ
ラ
ン
ス
を
取
り
、

恵
み
を
持
続
的
に
活
用
す
る
こ
と
も

提
唱
し
て
い
ま
す
。
豊
か
な
自
然
環

境
、
豊
か
な
漁
業
と
豊
か
な
市
民
生

活
の
た
め
に
力
を
合
わ
せ
ま
し
ょ
う
。

住
宅
街
の
ど
真
ん
中
で
、再
び
日
米
共
同
訓
練

住
宅
街
の
ど
真
ん
中
で
、再
び
日
米
共
同
訓
練

戦
争
反
対
の
世
論
に
逆
行
す
る
暴
挙
に
抗
議

戦
争
反
対
の
世
論
に
逆
行
す
る
暴
挙
に
抗
議

▶
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
な
ど
南
半
球
と
北
極
圏
を

行
き
来
す
る
ホ
ウ
ロ
ク
シ
ギ
＝
三
番
瀬　

２
０

２
２
年
３
月
11
日
撮
影

あ
ら
た
め
て
呼
び
か
け
ま
す

あ
ら
た
め
て
呼
び
か
け
ま
す

「
三
番
瀬
を
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
に
！
」

「
三
番
瀬
を
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
に
！
」
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日本共産党船橋市議団 メール nk-fsd@guitar.ocn.ne.jp検　索

日本共産党国会議員団千葉事務所　043-302-2005

市 会 議 員

<市議団控室047-436-3030 FAX047-420-7201>

438-8647岩 井 友 子

422-5278金 沢 和 子 432-9317松 崎 さ ち
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◆物価高騰対策を！ 消費税減税は急務！


